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千葉市熱中症対策に資する現場管理費補正の試行要領 

 

 

１ 目的 

近年の夏季における猛暑日などの気候状況を考慮し、工事現場の熱中症対策に係る費用と

して、現場管理費の補正を行うにあたり必要な事項を定める。 

 

２ 試行対象工事 

本試行にあたっては、千葉市土木工事標準積算基準を適用する工事のうち、下記（１）（２）

に該当する場合、対象工事とする。 

 適用範囲 

本要領は、施行日以降契約の工事を対象とする。ただし、施行日以前に契約した工事

であっても、受注者が希望する場合に、受発注者協議により適用することができるもの

とする。 

 対象工事 

ア  主たる工種が屋外作業である工事。ただし、工場製作工を含む工事は当該期間を

対象期間から除くものとする。 

イ  電気通信設備工事等においては、主たる工種が屋外作業である工事及び製造を対

象とするが、主たる工種が屋内作業の場合であっても空調設備等がなく室内環境が

屋外と同等と認められる場合は対象とする事ができる。ただし、機器等の工場製作

期間並びに、工場製作工を含む工事の当該期間を対象期間から除くものとする。 

 

３ 用語の定義 

 真夏日 

日最高気温が３０度（℃）以上、もしくは暑さ指数（ＷＢＧＴ）が日最高２５度（℃）

以上の日をさす。ただし、夜間工事の場合は作業時間帯の最高気温が３０度（℃）以上

もしくは暑さ指数（ＷＢＧＴ）が日最高２５度（℃）以上の場合とする。 

 対象期間 

工事着手日から工事完成日までの期間をさす。なお、年末年始６日間、夏季休暇３日

間、工場製作のみを実施している期間、工事全体を一時中止している期間は含まない。 

ア 工事着手日 

現場作業（測量などの現地作業を伴う準備作業を含む）に着手した日とする。ただ

し、施行日以前に契約した工事に適用する場合においては、協議が整った日とする。 

イ 工事完成日 

現場において、すべての作業か完了した日とする。ただし、工事完成日が工期末の

２０日前を超える場合は２０日前を工事完成日とする。 



2 

ウ 真夏日率 

以下の式により算出された率をいう。 

真夏日率 ＝ 対象期間中の真夏日 ÷ 対象期間 

 

４ 計測・真夏日率算出方法について 

 真夏日の計測方法 

ア  本試行にあたっては、下記（ア）～（エ）のいずれかに該当した場合、真夏日と

して計上する。 

（ア）  気象庁の地上気象観測所＜千葉＞の日最高気温が３０度（℃）以上の日を、真

夏日とする。 

（イ）  環境省が公表している、観測地点＜千葉＞の暑さ指数（ＷＢＧＴ）が日最高２

５度（℃）以上となる日を、真夏日とみなす。 

（ウ）  夜間工事については、①②の観測所等における作業時間帯の最高気温が３０度

（℃）以上もしくはＷＢＧＴが２５度（℃）以上の場合、真夏日とする。 

（エ） 閉鎖空間での作業などで上記観測結果と大きく異なる場合もあるため、発注者

との協議により現地で測定した、作業時間帯の日最高気温が３０度（℃）以上も

しくは暑さ指数（ＷＢＧＴ）２５度（℃）以上の場合を、真夏日とすることがで

きる。 

イ  休工日においては、上記①～③に該当した場合でも真夏日としては計上しないも

のとする。 

 真夏日の算出方法 

上記計測方法により、真夏日を算出するものとする。ただし、休工日は真夏日に含め

ないものとする。 

 真夏日率算出方法 

真夏日率は、小数点以下３位を四捨五入して２位止めとする。 

 

５ 積算方法 

 補正方法 

現場管理費の補正は、対象期間中の日最高気温の状況に応じて補正値を算出し、現場

管理費率に加算する。 

なお、補正は変更契約において行うものとする。 

真夏日補正値（％）※１ ＝ 真夏日率 × 真夏日補正係数※２ 

 現場管理費 

対象純工事費 ×（（現場管理費率 × 補正係数※３）＋ 施工時期等補正値※４） 

※１ 真夏日補正値（％）は小数点以下３位を四捨五入して２位止めとする。 

※２ 真夏日補正係数：１．２ 

※３  土木工事標準積算基準における「地域補正の補正係数」をさす。 
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※４  土木工事標準積算基準における「施工時期、工事期間等を考慮した現場管理費

率の補正」をさす。「積雪寒冷地域で施工時期が冬期となる場合の補正」及び「緊

急工事の場合」と重複する場合においても、最高２％とする。 

 

６ 実施方法 

 発注者は、本要領が適用される旨を特記仕様書に明示するものとする。ただし、既に

契約済みまたは公告されている工事においては、契約締結後速やかに受注者に適用でき

る旨を通知するものとする。 

 受注者は、本要領の適用を希望する場合は、発注者と協議し実施することができる。 

 受発注者は、「工事着手日」、「工事完成日」及び「確認方法」について協議し決定する

ものとする。 

 受注者は、「４．計測・真夏日率算出方法について」に基づき算出した真夏日率を発注

者に報告するものとする。 

 なお、現地測定結果を使用する場合は、真夏日率を発注者へ報告する際に測定写真等

の記録を添付するものとする。 

 発注者は、上記（４）の報告があった場合は内容確認後、契約変更するものとする。 

 本要領に定めのない事項について疑義が生じた場合は、受発注者の協議により定める

ものとする。 

 

附 則 

この要領は、令和２年４月１日から施行する。 

附 則 

１  この要領は、令和３年７月１日から施行する。 

２  この要領は、施行日以降に契約した工事に適用する。 

なお、施行日以降であれば既契約工事にも適用するものとする。 

附 則 

１ この要領は、令和５年５月１８日から施行する。 

２ この要領は、施行日以降に契約した工事に適用する。 

なお、施行日以降であれば既契約工事にも適用するものとする。 

   ただし、本通知発出前に現場作業を行っていた既契約工事については、真夏日を「日

最高気温が３０度(℃)以上の日」から「日最高気温が２８度(℃)以上の日」と読み替

えて精算できるものとする。 

附 則 

１ この要領は、令和８年４月１日から施行する。 

２ この要領は、施行日以降に契約した工事に適用する。 

なお、施行日以降であれば既契約工事にも適用するものとする。 


